

早ぃもので、新時代の男の生き 
方、死に方を提唱してきたギャン 
ブル新聞も今回で目出たく17回目 
を迎えた。つまり、人間で言えば 
17才(という ことにしとく か)。つ 
まり、今時の女の子なら、 もちろ 
んバ—ジン喪失はおろか、 セ カン 
ドバ—ジン喪失、いや、 さらには 
40、50のヒヒジジイをつかまえて、 

「ねえ、マンション 買って」 

などとほざいてる年齢に達した 
わけだ。ちなみに、この際のマン 
ションというのは、饅頭と小便の 
ことである。 

つまり、機は熟したのである。 

ということはどういうことかと 
いうと、いよいよこのギャンブル 
新聞も、新しいラウンドへ突入す 
るわけである。 

そこで、次回からは心機|転、 
ニユーギャンブル新聞として、世 
紀末の世界でサムシングを模索す 
る男たちに、熱いエキスをお届け 
することにした。 
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ここで次回からの新方針を紹介 
しておこう。まず、今までギ ャン 
ブル新聞はあまりにもギャンブル 
に固執しすぎた観がある。いや、 
ギャンブル新聞というタイトルな 
のだからギャンブルの ことを 記す、 
これは当然である。だが、それで 
は人形、 ファミコン、 プラモ 、ゲー 
ムなどいわゆる|般玩具だけ！冗つ 
ているオモチヤ屋ではないか。 


キャンフル新聞が目指していた 
ものはそうではなかったはずだ。 
目指したもの、それは、パンティ 
もあれぱガラナチョコも売ってい 
る、大人のオモチャ屋だったはず 
ではないか！ 
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そういえば、先日、下川辰平さ 
んにインタビュ I する機会があっ 
た。 

そう『太陽にほえろ』のゴリラ 
みたいだからゴリさんかと思えば、 
いやにあつさりした『長(チョー) 
さん』 というコードネームで呼、ま 
れていたヤングに人気の俳優であ 
る。 

この下川アニキ、役に入る前に 
まず訪れるのが、動物園という話 
であった。人間を頭の中で組み立 
ててるのではなく、様々な動 
物を見て、そこからのプランを立 
てるというのであった。 

その話を聞いたときに私は不意 
にゴリラに頭をかじられたような 
気がした。 

私にとって、ギャンブルという 
のは、そしてギャンブル新聞とい 
うのは、下川アニキにとっての動 
物だったはずなのである！ 
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というわけで、次回からはギャ 
ンブル以外の話も飛び出ることに 
より、グツと内容にも幅が出て、 
より面白く、そして読みやすくな 
ることウケアイのニュ—ギヤンブ 
ル新聞。今回はとりあえず『レツ 


スルマニア』と題してお届けしま 
したが、いかがだったでしょうか 
(ったって、なんの内容もなかっ 
たりして……)。まあ次回までには 
正式タィトルも決定するはずです 
ので、 よろしく タノムサク。なお、 
余談になるが、下川アニキの『長 
さん』というのは、いかりや長介 
のことを指していたのではないか 
と、ふと今頭を よぎつ た。 

連載コラム/^# 

蛭子能収の遂達 

t シゴキ道場 © 

ある日、突然知らん人から電話 
がかかってきたんですよ。 

「絶対に儲かる、だから金を買え！」 
いうて。なんぼぐらい儲かるん 
ですか？いうて聞いたら、 

「すぐに倍ぐらいには なる」 
いうんですよ。いくらなんでも 
うまい話じやと思うじやないです 
か。で、断ったんですよね。そし 
たら今度はその人がいきなりうち 
にやってきたんですよ。いくら言 
われてもそんなお金、ないですよ、 
いうていうたんですけどね、 

「銀行に入れとくより絶対に得で一 
す」 

いうんで、結局—〇〇万円、買 
うてし もたんですよ。 そしたら ね、 
電話があってですね、 


「輕 子さん、あれ、すいません、 
値下がりし ました。もうちょつと、 
買いたさなきやいけませんねえ I 

いうんですょ。結局、それ以上 
買わなんだですけどね、60万か80 
万の損になってしもたんですよね 
え。今思つたら、もつたいないこ 
としましたよお。 

え？最初から買わんかつたら 
よかつた？そうじやないですよ、 
値下がったあの 時、 無理してでも 
買いたしといたら今頃は倍になつ 
とんじやないかなあ、つて思うん 
ですょねえ。(談) 

氺 

ネッシーやヒバゴンを目撃した 
人はいても、ネッシ—の頭上に乗っ 
た人やヒバゴンとダンスした人は 
そう多くないはずだ。さすがに現 
代のマィトガィ蛭子さん！やっ 
てくれました！そんな蛭子さん 
にはパックリくんをあげよ、っ。へ J ) 
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いよいよ次号から新展開！ 1■ 
ギヤ、ノブル新聞が リメイクされる！ 一 | 
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重： ✓ 









曲折した時空の彼方に浮かぶ闇黒惑星「ヒィァーデス」 
•••永劫の昔、蛇神クトウルフに見捨てられたこの星の 
混沌とした意識の薄明のどん底で 
無定形の姿を持つ私は 

孤絶の エクスタシーに痺れ、 のたうち 回って いた 
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私が目覚めた所は 
心霊生理学者 
キルケ博士の 
実験室だった 
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